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研究成果の概要（和文）：下肢褥瘡発生ハイリスク者の下肢褥瘡発生を予防するための，ケアプ

ログラムを作成し，その有効性を調査した．ケアプログラムはハイリスク者をスクリーニング

し，ハイリスク者には特化ケア（下肢水平挙上・保温・振動ケアの追加）を実施するというも

のであった．臨床においてプレテスト的に行ったところ，下肢褥瘡発生率は 1.5％から 1.2%と，

悪化はしなかった．今後プログラムを改良し，対照群をもたないためこれとの比較が必要であ

る． 

 

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to investigate the effect of program 

for lower extremity pressure ulcer prevention. Contents of this program were “assessment 

(screenings) with measurement of ABI (Ankle Brachial Index)”, “heel elevation”, 

“keeping leg skin temperature” and “vibration of leg”. The incidence was 1.2% after 

this program; this rate was lower than before use. This program will be improved in the 

future. 
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１． 研究開始当初の背景 

 

糖尿病や高血圧症などの生活習慣病を有

する高齢者が増加し，脳血管障害の発症に

より，重篤な急性期を迎える高齢者が増加

している．一時的に臥床を余儀なくされる

が，この時二次的合併症として褥瘡を発生

することを経験する．特に，下肢褥瘡は深

刻な問題で，その後の離床・リハビリテー

ションにも大いに影響を及ぼし，そのまま

寝たきりとなってしまう場合がある．そう

なると歩行は困難となり，QOLは大きく低下

することから，下肢褥瘡予防は喫緊の課題

である． 

糖尿病・高血圧症の既往がある高齢者は，

動脈硬化を効率に保有することから，急性

期の臥床状態では下肢褥瘡発生ハイリス

ク者であるといえる．研究者は慢性虚血肢

であることを鑑みて，下肢血行を維持する

ケアを追加する必要性を感じ，下肢褥瘡予

防プログラムを作成した． 

しかし，その有効性については検証して

おらず，今回このプログラムの実行が可能

か，また褥瘡予防に有効であるかの検討を

試みた． 

 

２． 研究の目的 

 

慢性虚血肢のアセスメントおよび下肢血

行を維持するケアを追加した下肢褥瘡予防

プログラムの有効性を明らかにする． 

(1)①ケアの有効性を実証（測定）するた

めの測定用具の開発することと健康人によ

る試用，②ケアの有効性を健康人と高齢者に

よって測定する． 

(2)臨床での使用により，有効性の検討と

プログラムの修正（課題）の確認 

 

３． 研究の方法 

 

 プログラムの概要：①下肢褥瘡ハイリスク

者の ABI を測定し，スクリーニングを行う．

②ハイリスクと抽出された患者に特化ケア

を行う．特化ケア：下肢水平挙上，保温（ウ

レタンフォーム・脚用ブーツ），振動（（振動

器具・セルフタイマーによるマッサージ 15

分間） 

(1)プログラムに入れた特化ケアの有効性

の検証 

(2)プログラムの実施における臨床での実

行可能性と有効性の検証と二段階で行った． 

研究方法： 

(1)測定用具の検討をおこなった後，ケア

プログラムに含まれるケアが血行維持に有

効かを健康人・高齢者で測定した． 

(2)ケアの有効性確認後，対象となる高齢

者の病棟にて試みた．下肢褥瘡発生率により

評価した． 

 

４． 研究成果 

 

(1) ①効果を評価できる測定用具を検討

した．すなわち血流を測定するにあたり，既

存の機器では，圧迫により測定不能となるも

のであり，褥瘡という病態を測定・評価する

には不適切であったため，測定用具の改良を

行った．②血流慢性虚血肢を有する臥床高齢

者の褥瘡好発部位である踵部の褥瘡予防ケ



 

 

アとして，①下肢保護保温，②マッサージの

効果を検証した．下肢の測定体位は「下肢水

平挙上」であった．①での測定用具と既存の

測定用具において圧迫時以外の血流につい

て測定し評価した． 

1) ケア前・脚用ブーツ着用 1 時間後の経

皮酸素分圧値を比較した．ケア前値は平均

12mmHgであり，後は平均14.5mmHgであった．

後の測定値を前値の増加分で検討すると「増

加（4～8mmHg の増加）」と「不変（0～2mmHg

の増加）」の 2グループに分かれた．「減少」

はなかった．2 群間のデモグラフィックデー

タには差がなく，ABI にも差がなかった．少

なくとも「減少」する対象者はいなかったこ

とから，有用なケアであると考えられる． 

2)ケア前・マッサージ 1時間後の経皮酸素

分圧値を比較した．ケア前値は①平均

12.2mmHg であり，後は平均 15.7mmHg であっ

た．いずれの対象者も増加を認め，4～14mmHg

増加した．マッサージによる不快感の訴えは

なかった． 

測定器具の改良では，健康人では圧迫の影

響を除外したものが可能となった．ただし測

定感度が高く，高齢者の測定において，測定

値の信頼性・妥当性を得ることができなかっ

た．これは，高齢者では，体動などの自然な

行動を制止することができないためであり，

臨床での適応には限界が生じた． 

(2)ケアプログラムを臨床に導入し，実際

に下肢褥瘡発生率が低下するかを確認する

ことをひとつの病棟からプレテスト的に，導

入前・導入後の比較となった．ケア導入以外

の褥瘡予防ケアが追加されないように，また

安全に実行できるかということもあわせて

観察を行った．  

結果，ケア導入後の下肢皮膚欠損は，1.2%

であった．導入前 1.5％と比較して低く，全

層欠損である皮下組織にまで及ぶ深い創傷

は発生しなかった．部位も慢性虚血肢を有す

る患者に特徴的な，踵部・外果・内果の皮膚

損傷発生はなかった．発生した下肢の創傷は，

褥瘡ではあるが，医療器具等による皮膚圧迫，

弾性ストッキングを着用するための圧迫，フ

ットポンプを使用しているための加圧など

で，今回実施したプログラムのでは，予定に

なかった創傷であった． 

また，マッサージの使用は，深部静脈血栓

症予防のための間欠的空気圧迫療法（フット

ポンプ）の使用者がほとんどであり，この病

棟での使用はなかった． 

プログラムの試用は，対象者やケアを行う

臨床の看護師への悪影響（有害性）は認めら

れないと考える．しかしながら，アセスメン

トを行うことが加わることで，褥瘡予防ケア

を行う臨床の看護師の予防意識がさらに上

がったことは否定できない．また，もともと

発生率が低い病棟における前後の比較とな

ったことから，明確な有効性を示すに至って

いない．  

そして，以下の課題が明らかになった． 

(1)対照群（プログラムを実行していない

場合）との比較を行っていない． 

(2) 振動（マッサージ）を導入するに至る

対象者がいなかった．  

(3) 深部静脈血栓症予防のための治療や

ケアが同時に進行していた． 

これらの観点から，プログラム自体の有効

性は明確とはいいがたい．しかし，臨床にお



 

 

いて，下肢褥瘡予防には，対象者をアセスメ

ント・スクリーニングすることの重要性が認

識された． 

今後は，プログラムを修正し，臨床での検

討を続け，慢性虚血肢を有する高齢者の下肢

褥瘡予防プログラムを完成させたいと考え

ている． 
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